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新
郷
に
は
、
貝
塚
や
縄
文
・

弥
生
時
代
の
集
落
跡
な
ど
、
古

代
の
遺
跡
が
多
く
分
布
し
て

い
る
。

文
献
に
よ
る
と
、「

そ
れ
ら

の
古
代
遺
跡
を
静
か
に
見
下

ろ
す
山
が
、
本
郷
の
城
山
で

本
郷
城
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
。

戦
国
時
代
に
は
兵（

つ
わ

も
の）

た
ち
が
城
郭
を
構
え

た
雄
々
し
い
山
で
あ
っ

た」

と
、
記
さ
れ
て
い
る
。

本
郷
城
の
築
城
時
期
は
明

ら
か
で
は
な
い
が
、
戦
国
時

代
室
町
期
に
、
岩
槻
城
主
太

田
道
灌
に
よ
っ

て
、
防
御
の

為
築
か
れ
た
城
で
、
そ
の
曽

孫
で
小
田
原
北
条
氏
に
仕
え

た
太
田
備
中
守
耀
資
が
晩
年

こ
こ
に
住
ん
で
い
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
。

新
編
武
蔵
風
土
記
稿
に「

広

さ
６
千
坪
許
、
南
の
方
に
表

門
あ
り
、
此
所
古
の
追
手
口
、

又
東
北
の
二
方
に
も
門
あ
り
、

川口市東本郷曲輪で発掘調査中

板橋県議、飯塚市議が「本郷城」跡地
発掘現場を視察

表
門
の
外
に
少
し
の
坂
あ
り
、

坂
の
上
に
土
居
か
ら
堀
な
ど

あ
り
、
坂
の
下
も
郭
内
に
し

て
、
こ
こ
に
又
土
居
の
遺
形

見
え
た
り」

と
記
述
さ
れ
て

い
る
。

こ
の
辺
り
の
小
名
に
は
、
曲

輪
・
郭
・
城
下
な
ど
が
あ
り
、

か
つ
て
こ
こ
に
城
が
あ
っ

た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

今
で
は
江
戸
時
代
以
来
こ

の
城
山
も
、
傑
伝
寺
の
寺
域

や
、
押
田
洋
一
さ
ん
の
屋
敷

と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
押
田
さ
ん
の
屋
敷
の

一
角
千
坪
ほ
ど
に
雑
木
林
が

あ
り
、
急
峻
な
斜
面
上
に
囲

ま
れ
た
高
台
の
頂
部
に
位
置

し
て
い
る
平
場
に
、
堀
址
が

あ
り
、
土
塁
や
堀
の
跡
が
一

部
残
っ
て
い
た
。

押
田
さ
ん
は
、
２
０
１
６

年
11
月
、
川
口
市
の
文
化
財

課
よ
り「

東
本
郷
曲
輪
遺
跡

埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
支
援」

慮
し
て
頑
張

り
ま
す」

と
。

板
橋
県
議
は

「

自
分
の
生

ま
れ
育
っ

た

地
域
に
戦
国

時
代
の
城
が

あ
っ

た
と
思

う
と
興
奮
し

ま
す」

と
。

飯
塚
市
議
は

「

初
め
て
遺

跡
発
掘
現
場

内
を
拝
見
さ

せ
て
頂
き
ま

し
た
。
こ
の

歴
史
あ
る
場

所
が
後
世
に
受
け
継
が
れ
て

行
く
こ
と
を
願
い
ま
す」

と
。

の
依
頼
を
受
け
協
力
し
た
。

そ
し
て
今
年
10
月
3
日
か

ら
、
来
年
４
月
末
頃
ま
で
が

調
査
期
間
と
な
っ
て
い
る
。

発
掘
費
用
は
、
文
化
財
保

護
法
で
所
有
者
が
す
べ
て
負

担
す
る
と
な
っ
て
い
る
。

い
に
し
え
の
文
化
を
守
る

た
め
協
力
し
た
押
田
さ
ん
に

敬
意
を
表
し
ま
す
。（

記
者）

埋
蔵
文
化
財
調
査
員
の
、
板

垣
徹
さ
ん
は「

現
在
ま
で
の

出
土
品
は
、
戦
国
時
代
の
茶

わ
ん
や
、
縄
文
の
土
器
片
、

城
の
曲
輪（

く
る
わ）

に
設

け
ら
れ
た
、
城
の
土
塁
や
堀

が
そ
の
ま
ま
出
土
さ
れ
て
い

ま
す
。
　
　

赤
土
で
見
や
す
い
場
所
で

す
。
調
査
と
し
て
は
難
し
い

で
す
が
、
期
日
に
間
に
合
う

よ
う
、
作
業
し
て
く
れ
る
人

た
ち
の
寒
さ
の
注
意
等
に
配

第
46
回
川
口
市
美
術
展

野
田
さ
ん
、
安
藤
さ
ん
に
市
長
賞

本
蓮
町
会
餅
つ
き
大
会

板
橋
智
之
県
議
、
飯
塚
孝

行
市
議
や
、
瀧
野
川
信
金
新

郷
支
店
の
皆
さ
ん
な
ど
が
激

励
に
訪
れ
た
。

今
年
も
、
町
会
員
全
世
帯

に
引
換
券
を
配
布
し
提
供
し

た
。
ま
た
、
会
場
で
来
場
者

本
蓮
町
会（

町
会
長＝

中

山
久
仁
夫
さ
ん
・
子
供
会
会

長＝

鈴
木
道
夫
さ
ん）

は
恒

例
の
餅
つ
き
大
会
を
蓮
沼
公

園
で
開
催
し
た
。

今
年
も
舎
人
の
境
川
部
屋

か
ら
３
段
目
の
佐
田
ノ
国
さ

ん（

30）

と
、
佐
田
の
豪
さ

ん（

19）

の
力
士
を
迎
え
、

盛
大
に
開
催
し
た
。

に
は
突
き
立
て
に
、
き
な
粉

や
あ
ん
こ
や
辛
味
餅
、
け
ん

ち
ん
汁
を
振
舞
い
、
絆
の
輪

を
広
げ
た
。

餅
引
き
換
え
、
飲
食
コ
ー

ナ
ー
、
力
士
と
の
写
真
撮
影

等
ど
こ
も
行
列
が
で
き
延
べ

600
人
ほ
ど
が
参
加
し
た
。

最
高
齢
94
歳
の
青
山
芳
子

さ
ん
も「

力
士
と
握
手
が
で

き
て
嬉
し
か
っ

た」

と
喜
ん

で
い
た
。

板
橋
県
議
は「

餅
つ
き
は

師
走
の
風
物
詩
。
こ
う
し
た

行
事
は
末
永
く
続
け
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す」

と
。

写真の部で野田さん、工芸で安藤さんが市長賞。
野田さんの作品前で、写真左から照山悦子さん、板橋智之県議、七
瀬怜子さん。新藤衆議院の菊地博秘書。　審査結果はP4頁に掲載。

写真前列左から関口隆夫副町会長、中山町会長、田中紀夫副町会長。
後列左から、鵜飼勝副町会長、佐田ノ国さん、佐田の豪さん、板橋県
議、小堀勝一副町会長。

短時間でつき上がりました。
左は佐田ノ国さんと佐田の豪さん。

発掘現場で、左から飯塚孝行市議、押田洋一さん、
板橋智之県議。
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武
南
交
通
安
全
協
会

平
成
30
年
交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

「

電
話
番
号
が
変
わ
っ
た」

川
口
市
防
犯
協
会

「

ゆ
う
も
あ
ク
ラ
ブ」（

会
長＝

山
東
昭

子
さ
ん
・
理
事
長＝

大
村
崑
さ
ん）

は
、
毎

年
ユ
ー
モ
ア
で
明
る
い
話
題
を
提
供
し
た
人

に
贈
ら
れ
る
、「

ゆ
う
も
あ
大
賞」

の
表
彰

式
と
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
を
12
月
５
日
、
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で
開
催
し
た
。

常
任
理
事
の
金
子
昌
夫
さ
ん（

金
子
物

産
社
長）

、
政
界
・
芸
能
界
な
ど
１
０
０
０

人
余
り
が
祝
福
し
た
。

ゆうもあ大賞表彰式

11
月
10
日
、
榛
松
中
学
校（

校
長＝

中
島
俊
幸
さ

ん）

は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ（

会
長＝
平
賀
貴
義
さ
ん）

主
催
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー「

し
い
の
葉
祭」
を
開
催
し
た
。

木
工
室
・
金
工
室
の
販
売
品
コ
ー
ナ
ー
や
、
正

面
付
近
・
昇
降
口
前
の
模
擬
店
コ
ー
ナ
ー
等
多
く
の
人

で
賑
わ
っ
た
。

写
真
左
か
ら
、
伊
藤
雄
一
新
郷
東
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、

平
賀
榛
松
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
西
田
直
史
同
校
副
会
長
、

山
口
英
治
同
校
前
会
長
。

榛
松
中

Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー

異
文
化
人
、
異
職
業
人
が

集
う
交
流
会（

会
長＝
千
葉

正
吾
さ
ん
・
顧
問＝

金
子
昌

夫
さ
ん）

の
第
10
回
が
、
11

月
17
日
、
川
口
市
江
戸
袋
の 「

ほ
ん
ざ
き（

代
表＝

中
村
文

子
さ
ん）」

で
開
催
さ
れ
た
。

「

今
日
の
一
時
の
出
会
い

が
、
実
は
人
生
を
変
え
ち
ゃ

う
か
も
！
仲
間
だ
け
の
繋
が

り
は
、
人
脈
と
は
言
わ
な
い」

を
テ
ー
マ
に
、
新
郷
地
区
や

市
内
で
、
独
自
の
活
動
を
し

て
い
る
音
楽
家
・
画
家
・
書

家
・
色
々
な
職
業
の
経
営
者

等
が
気
楽
に
交
流
し
、
刺
激

し
合
い
、
お
互
い
の
知
識
や

能
力
の
向
上
と
、
親
睦
を
図

り
、
人
と
人
と
の
繋
が
り
が

出
来
る
こ
と
を
願
い
と
す
る

会
。
ビ
ジ
ネ
ス
を
目
的
に
し

た
交
流
会
で
は
あ
り
ま
せ
ん

と
。今

回
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
歌

手
の
山
脇
い
づ
み
さ
ん
の
演

歌
を
聴
い
て
か
ら
、
楽
し
い

会
話
と
美
味
し
い
料
理
で
有

意
義
な
ひ
と
時
を
共
有
し
た
。

音
楽
関
係
者
か
ら
コ
ン
サ

ー
ト
の
告
知
な
ど
あ
り
ま
し

た
。
山
﨑
さ
ん
か
ら「

く
ろ

い
ろ
と
ん
か
ち」

の
画
集
プ

レ
ゼ
ン
ト
。
小
助
川
さ
ん
か

ら
50
㎝
長
さ
の
靴
べ
ら
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
な
ど
あ
り
ま
し
た
。

参
加
賞
は
金
子
さ
ん
か
ら

全
員
に
沢
山
の
酵
母
パ
ン
が

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
金
子
昌
夫
さ
ん

（

金
子
物
産
㈱
社
長）

板
橋
智

之
県
議
、
前
原
博
孝
市
議
＆

連
合
町
会
長
、
峯
ヶ

岡
八
幡

神
社
神
職
宮
本
洋
平
さ
ん
、
画

山
脇
さ
ん
を
迎
え

10
回
目
の
交
流
会

11月 16日、新郷東部地区治水事業推進協議会（会長＝鈴木歳男さん）は視察を行った。越谷市大相模調節
池、板倉川ニュータウン河川、渡良瀬遊水地を視察した。
同協議会の鈴木会長はじめ、副・監事・常任委員等と、市の担当課職員が同行した。

新郷治水協議会研修視察

家
の
山
崎
英
介
さ
ん

、
コ
ン

パ
ニ
オ
ン
派
遣
パ
ピ
ヨ
ン
代

表
＆
歌
え
る
居
酒
屋
も
み
じ

マ
マ
七
瀬
怜
子
さ
ん
、
ピ
ア

ニ
ス
ト
の
山
元
香
那
子
さ
ん
、

佐
藤
み
ゆ
き
さ
ん
、
桐
山
早

苗
さ
ん
、
小
助
川
武
さ
ん
、

松
山
仁
さ
ん
、
吉
田
浩
之
さ

ん
、
丸
山
勝
正
さ
ん
、
吉
澤

順
二
さ
ん
、
オ
ペ
ラ
歌
手
金

刺（

小
堀）

美
穂
さ
ん
、
パ
パ

直
樹
・
マ
マ
美
穂
の
子
ど
も

小
堀
美
陽
さ
ん
、
事
務
局
小

堀
家
フ
ァ
ミ
リ
ー
３
人
。

平
成
30
年
度
の
受

賞
者
は
、
女
優
の
戸
田

恵
子
さ
ん
、
元
野
球
選

手
・
監
督
の
王
貞
治
さ

ん
、
俳
優
の
館
ひ
ろ
し

さ
ん
の
３
名
で
し
た
。

右
上
写
真
。

写
真
上
は
、
川
口

市
か
ら
の
参
加
者
、
左

か
ら
、
山
元
香
那
子
さ

ん
、
照
山
悦
子
さ
ん
、

金
子
昌
夫
さ
ん
、
ゆ
う

も
あ
ク
ラ
ブ
理
事
長
の

大
村
崑
さ
ん
、
七
瀬
怜

子
さ
ん
、
相
田
和
歌
子

さ
ん
。

板橋智之県議と山脇いづみさんでデュエット

参加者全員で記念写真　中央は金子さん、右は板橋県議、山﨑さん。

歌う前原博孝市議

持ち歌を歌う山脇さん

顧問の金子昌夫さん挨拶



武
南
警
察
署
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行
け
る
は
ず
　
ま
だ
渡
れ
る
は
　
も
う
危
険

☎

と
い
う
電
話
は
詐
欺

武
南
警
察
署

歯
科
医
の
風

予
防
歯
科
は
、
虫
歯
や
入

れ
歯
の
治
療
で
は
な
く
、
歯

や
歯
茎
の
健
康
を
守
り
、
結

果
的
に
健
康
長
寿
を
目
的
と

し
て
い
て
、
通
院
し
て
く
だ

さ
る
患
者
さ
ん
が
大
変
多
く

な
り
ま
し
た
。
お
口
か
ら
身

体
の
健
康
を
良
く
し
よ
う
と

い
う
意
識
が
高
ま
っ

て
い
る

と
思
い
ま
す
。

予
防
に
通
う
き
っ

か
け
が
、

手
術
前
に
外
科
医
か
ら「

お

口
の
ク
リ
ニ
ッ

ク
を
し
て
来

て
下
さ
い」

と
い
う
の
が
あ

り
ま
す
。
外
科
手
術
の
予
後

の
善
し
悪
し
が
、
お
口
の
中

の
細
菌
に
関
係
し
ま
す
。
お

口
の
中
が
汚
れ
て
い
て
歯
石

や
歯
垢
が
た
く
さ
ん
付
い
て

い
る
と
い
う
事
は
、
沢
山
の

細
菌
が
い
て
、
歯
茎
の
中
の

血
管
の
壁
か
ら
身
体
の
中
に

入
り
込
み
、
血
液
に
乗
っ

て

体
中
に
回
っ

て
い
っ

て
、
手

術
部
位
な
ど
で
イ
タ
ズ
ラ
を

し
ま
す
。

一
方
、
死
亡
原
因
で
必
ず

５
位
以
内
に
入
っ

て
く
る
の

が
肺
炎
で
す
。
高
齢
者
は
口

や
喉
の
筋
力
が
弱
っ

て
く
る

の
で
、
飲
み
込
み
が
う
ま
く

い
か
ず
、
肺
に
通
ず
る
気
管

に
食
べ
物
の
カ
ス
や
唾
液
が

入
り
込
ん
で
、
む
せ
て
し
ま

い
ま
す
。
さ
ら
に
最
近
の
研

究
で
は
睡
眠
中
に
本
人
の
自

覚
の
な
い
ま
ま
、
お
口
の
中

の
細
菌
が
唾
液
と
一
緒
に
な

っ

て
気
管
に
流
れ
込
み
、
肺

炎
を
起
こ
す
事
が
わ
か
っ

て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
お
口
の
中

の
細
菌
は
体
の
中
に
入
っ

て
、

多
く
の
病
気
の
原
因
と
な
る

の
で
、
丈
夫
で
元
気
な
身
体

を
維
持
す
る
に
は
、
ま
ず
お

口
の
中
を
キ
レ
イ
に
す
る
事

が
肝
心
で
あ
り
、
定
期
的
に

プ
ロ
の
ケ
ア
を
受
け
る
事
を

オ
ス
ス
メ
し
ま
す
。

岩
下
歯
科
医
院（

榛
松）

院
長
　
岩
下
　
一
三

T
B
G
研
修
大
会

11月 18日、青少年健全育成協議会研修会が新郷公民館視聴覚室で開催された。
講師はアルパ（インディアンハープ）奏者の金子芽生さん。「夢に向かって歩んだ道」と題し
て、前半は、アルパ奏者を夢見て、みごとプロのアルパ奏者になるまでの話。休憩後「コンドル
は飛んでいく・コーヒールンバ」等多くを演奏し、会場いっぱいの観客を魅了した。
金子さんは全日本アルパコンクール金賞等数々の賞を受賞されている。ギターは高木大輔さん。

夢が叶った アルパ奏者の金子さん

１０月２０日ふれあいの里石岡ひまわりの館ＴＢＧコースにて役員研修大会を開催した。
成績は次の通り。

◇団体戦▽優勝＝横田鈞（榛松）富家秀之（川口峯）組▽２位＝鮫島忠生（安行会）長沼正男
（新堀）組▽３位＝熊沢康雄（川口峯）田村俊実（新堀）組。 個人戦の結果は前号で掲載。

新
郷
南
小
学
校（

校
長＝

久
保
田
真
一
さ
ん）

は
、
今
年
も

10
月
22
日
と
、
11
月
15
日「

親
子
星
空
教
室」

を
開
い
た
。

「

自
然
の
素
晴
ら
し
さ
や
、
不
思
議
さ
を
体
験
す
る
こ
と
で
、

児
童
の
科
学
へ
の
興
味
・
関
心
を
高
め
る
目
的
で
、
全
児
童
に

呼
び
か
け
、
親
子
観
望
会
を
実
施
し
た
。

江
戸
袋
町
会
長
＆
連
合
町
会
長
の
前
原
博
孝
さ
ん
も
大
勢

の
親
子
と
共
に
体
験
し
た
。

児
童
達
は「

月
の
模
様
が
ち
ゃ

ん
と
見
え
て
嬉
し
か
っ

た」「

テ
レ
ビ
と
同
じ
土
星
だ
っ
た
よ
。
も
っ
と
宇
宙
の
こ
と

を
し
り
た
い」「

お
母
さ
ん
と
一
緒
に
勉
強
で
き
て
う
れ
し
い」

等
の
感
想
を
語
っ
た
。（

写
真
は
同
校
提
供）

新郷公民館文化祭新
郷
公
民
館
地
区
文
化
祭
が
、
11
月
10
日
・
11
日
に
開
催
さ

れ
た
。公

民
館
利
用
ク
ラ
ブ
が
、
展
示
や
演
技
を
披
露
し
て
日
頃
の

成
果
を
発
表
し
た
。
開
会
式
に
は
地
元
議
員
、
町
会
長
、
学
校
長

等
大
勢
が
列
席
し
た
。

写
真
左
か
ら
新
藤
義
孝
衆
議
院
議
員
秘
書
菊
地
博
さ
ん
、
板

橋
智
之
県
議
、
瀬
戸
信
行
新
郷
支
所
長
、
幡
野
茂
市
議
。

新郷南小親子星空教室

11
月
25
日
、
江
戸
袋
町
会（

町
会
長＝

前
原
博
孝
市
議
会
議
員
・
防
災
部
長＝

須
嵜

孝
副
会
長）

は
、
280
世
帯
あ
る
ア
イ
ビ
ハ
イ
ツ
敷
地
内
で
防
災
訓
練
を
行
っ
た
。

山
田
忠
榛
松
町
会
長
と
防
災
部
長
、
古
川
鐵
郎
東
本
郷
台
町
会
長
、
大
熊
恒
久
新
堀

町
会
長
、
中
山
久
仁
夫
本
蓮
町
会
長
、
渡
邉
秀
人
大
東
町
会
長
、
石
井
克
郎
長
寿
ク
ラ

ブ
会
長
等
が
訪
れ
た
。

訓
練
は
、
新
郷
消
防
分
署
か
ら
、
野
口
稔
署
員
と
４
名
が
指
導
。
は
し
ご
車
は
安
行

分
署
か
ら
出
動
し
た
。
水
消
火
器
・
煙
体
験
・
簡
易
担
架
製
作
・
ア
ル
フ
ァ
ー
米
炊
き

出
し
は
、
班
に
分
か
れ
そ
れ
ぞ
れ
順
に
訓
練
し
た
。

は
し
ご
車
に
よ
る
訓
練
で
は
、
６
階
の
屋
上
ベ
ラ
ン
ダ
に
避
難
し
て
い
る
、
眞
野

聡
さ
ん（

46
才）

と
渡
辺
直
貴
さ
ん（

35
才）

を
は
し
ご
の
先
端
部
分
の
折
れ
曲
が
っ

た
バ
ス
ケ
ッ
ト
に
誘
導
し
、
し
っ
か
り
ベ
ル
ト
を
装
着
し
移
動
し
て
地
上
に
降
ろ
し
２

人
は
救
助
さ
れ
た
。

眞
野
さ
ん
は「

高
度
恐
怖
症
で
足
が
す
く
ん
で
怖
か
っ
た
け
ど
楽
し
か
っ
た」

と
。

渡
辺
さ
ん
は「
レ
ッ
キ
ュ
ー
マ
シ
ー
ン
に
乗
っ
た
み
た
い
だ
っ
た」

と
感
想
を
語
っ
た
。

「

町
会
に
は
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
、
ア
イ
ビ
ハ
イ
ツ
と
ミ
ユ
キ
ハ
イ
ツ
が
あ
り
ま
す

か
ら
ね
、
は
し
ご
車
救
助
訓
練
を
初
め
て
行
い
ま
し
た
。」

と
前
原
さ
ん
。

「

大
変
良
好
で
し
た」
と
野
口
さ
ん
。

江
戸
袋
町
会
は
し
ご
車
出
動
で
防
災
訓
練



平成３０年１１月末交通事故状況

県　 内　 　 　 　 　 武南警察署管内

人身事故 21,599 件（-1,919）    ７４４件（-１７）

死者数   　 161 名（±0）         ５名（±０）

負傷者　 26,049 名（-2,678）    ８６７名（-４３）

物損事故131,622 件（+3,105） ４,００８件（+１９４）

平Ȇ30 年1130܆ 日 交通事Ԇ日ࠅ（カッコは前年対比）

２０１８年（平Ȇ３０年）１２１９܆日（水曜日）　（４）第２８２号 新　 郷　 新　 聞

風
の
季
節
で
す
。
お
客
さ

ん
か
ら「

咳
と
痰
が
絡
む
よ

う
な
気
が
す
る」

ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
？
と
尋
ね
ら
れ

ま
し
た
。

空
気
中
に
は
、
ホ
コ
リ

や
チ
リ
、
花
粉
、
細
菌
、

ウ
イ
ル
ス
な
ど
多
く
の
有
害

物
質
が
浮
遊
し
て
い
ま
す
。
呼

吸
の
と
き
鼻
腔
や
口
腔
・
気

管
・
気
管
支
か
ら
ウ
イ
ル

ス
・
細
菌
な
ど
の
異
物
が
侵

入
し
て
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の

異
物
の
ほ
と
ん
ど
が
気
管
・

気
管
支
か
ら
分
泌
さ
れ
る
粘

膜
に
吸
着
さ
れ
ま
す
。
そ
う

し
た
異
物
を
体
外
に
吐
き
出

す
た
め
の
生
態
防
御
反
応
が

咳
で
す
。

粘
膜
は
、
三
叉
神
経
を
介

し
て
、
肋
間
筋
や
横
隔
膜
な

ど
の
呼
吸
筋
と
連
絡
し
て
い

ま
す
。
異
物
が
粘
液
に
付
く

と
刺
激
さ
れ
て
呼
吸
筋
の
痙

健
康
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

（255）

今
月
の
新
郷
句
楽
部

軒
先
に
甘
く
な
れ
よ
と
吊
る
し
柿
　
前
野
宿
　
森
田
米
子

作
品
展
気
合
も
新
冬
に
入
る

芝
富
士
　
神
作
恵
子

半
世
紀
続
き
し
会
話
秋
晩
れ
る

本
蓮
　
太
田
垣
登
志
乃

三
人
の
人
生
宿
の
炬
燵
か
な

東
本
郷
　
豊
後
照
子

燈
籠
の
苔
も
秋
色
輪
王
寺
　
　
　
　
峯
　
　
山
田
案
山
子

霜
柱
プ
リ
ズ
ム
の
如
ゆ
ら
め
き
ぬ

大
竹
　
　
井
上
靖
子

新
郷
新
聞
ご
協
力
者
の「

い
り

の
う
え」

和
菓
子
店
か
ら
の
お
知

ら
せ
で
す
。
　

ご
進
物
や
帰
省
の
さ
い
の
お
土

産
に
、
地
元
川
口
新
郷
の
銘
菓
は

如
何
で
す
か
。

新
郷
の
む
め＝

梅
を
昔
は「

む

め」

と
呼
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
名

付
け
ま
し
た
。
甘
酸
っ
ぱ
い
と
ろ

け
る
よ
う
な
ゼ
リ
ー
で（

120
円）

で
す
。
武
南
の
丘＝

黄
味
あ
ん
・
卵
や

ア
ー
モ
ン
ド
ス
ラ
イ
ス
入
り
の
洋

風
焼
菓
子
で（
110
円）

で
す
。

  
 

攣
を
お
こ
さ
せ
異
物
を
吐
き

出
す
の
が「

咳」

な
の
で
す
。　

ま
た
、
痰
は
、
粘
液
が
ウ

イ
ル
ス
な
ど
の
異
物
を
捉
え

る
と
粘
り
気
が
少
な
く
な
っ

て
固
ま
っ

て
き
ま
す
。
こ
れ

が
痰
で
す
。

さ
ら
に
、
ウ
イ
ル
ス
と

戦
っ

た
後
の
免
疫
細
胞
の
残

骸
が
粘
液
に
混
じ
る
と
、
黄

色
味
を
帯
び
た
膿
の
よ
う
な

痰
に
な
り
ま
す
。

保
険
薬
剤
師

中
山
久
仁
夫

咳
と
痰

今
年
も
発
行
̅
力
の
Ѕ
新

聞
販
売
店
様
³
ス
ポ
ン
サ
÷

様
³
読
�
の
؇
様
अ
अ
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
ö

毎
年
³
Ѕ
町
会
ԉ
始
め
õ

Ѕ
団
体
³
個
人
様
か
ら
名
刺

広
告
を
ࠉ
き
感
謝
ԇ
し
上
げ

ま
す
ö

今
回
も「

新
郷
新
聞」

ȅ

作
費
や
̅
ȅ
費
ԇ
³
そ
し
て

܅
域
新
聞
の
応
援
を
込
め
て
õ

平
Ȇ
31
年
１
܆
号
に
名
刺
広
告

の
ご
̅
力
を
お
ࠉ
い
ԇ
し
上

げ
ま
す
ö

ま
た
õ
新
た
に
ご
̅
力
ࠉ

け
る
方
³
ど
う
か
ご
	
絡
を
õ

お
待
ち
ԇ
し
上
げ
ま
す
ö
　
　

☎
０
４
８（

２
８
４）

５
７
７
９
新
郷
新
聞
社

܆
܆
号
は
１
܆
16
日（

水）

発
行
で
す
ö

手
Ȇ
ち
の
た
め
Ԇ
に
؉
り

が
あ
り
ま
す
の
で
お
早
め
に

お
買
い
求
め
下
さ
い
ö
ご
予

約
も
賜
り
ま
す
ö
お
土
ԇ
ԇ

う
ど
ん
す
き
も
あ
り
ま
す
ö

手
Ȇ
そ
ば
ࠇ
ࠅ

レ
ス
ト
ラ
ン
・
ガ
ス
ト
前

☎（

２
８
１）

２
３
７
１

コ
ー
ス
料
理
で

テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー

講

習

会

ピ
エ
ー
ル
ピ
コ
の
オ
ー
ナ

ー
シ
ェ

フ
山
田
充
之
さ
ん

（

63）

が
開
店
の
16
年
前
よ
り

毎
年
、
県
立
川
口
特
別
支
援

学
校（

校
長＝

木
村
岩
雄
さ

ん）

の
、
卒
業
し
て
社
会
へ

巣
立
っ

て
行
く
高
等
部
３
年

生
を
招
待
し
、
テ
ー
ブ
ル
マ

ナ
ー
講
習
会
を
行
っ

て
い
る
。

今
年
も
11
月
28
日
、
55
名

の
生
徒
職
員
を
２
組
に
分
け
、

コ
ー
ス
料
理
を
提
供
し
た
。

山
田
さ
ん
は
修
業
時
代
に
、

障
害
の
あ
る
青
年
と
の
出
会

い
か
ら
、
独
立
後
ず
っ

と
ボ

ラ
ン
テ
ィ

ア
を
さ
れ
て
い
る
。

生
徒
代
表
は「

オ
シ
ャ

レ
な

レ
ス
ト
ラ

ン
で
、
お

い
し
い
料

理
を
頂
き

良
い
思
い

出
に
な
り

最
高
の
１

日
で
す」

と
。

「

テ
ー

ブ
ル
マ
ナ

ー

講

習

会
、
長
く

続
け
て
い

か
れ
る
事
に
感
謝
で
す」

と

山
田
さ
ん
。

写
真
は
、
生
徒
さ
ん
か
ら

頂
い
た
花
束
を
持
っ

て
記
念

写
真
。
左
か
ら
、
染
谷
英
二

朗
教
諭
、
山
田
シ
ェ

フ
、
木

村
校
長
。

ク
リ
ス
マ
ス
特
選
デ
ィ
ナ
ー

22
日（

土）

～
25（

火）

ま
で

A
・
B
・
C
コ
ー
ス
が
有
り
ま
す

11
月
25
日
日
、
神
根
運
動

場
に
於
い
て
、
川
口
市
消
防

団
特
別
点
検
が
開
催
さ
れ
た
。

第
６
支
団
定
例
表
彰
者
は

次
の
通
り
。

◇
埼
玉
県
消
防
協
会
長
表

彰
▽
１
等
功
労
章=

吉
田
俊

行
・
榎
本
勝
一
・
田
中
政
徳

▽
２
等
功
労
章＝

鈴
木
一
・

矢
野
昌
宏
▽
３
等
功
労
章＝

中
川
政
行
・
櫻
木
友
也
・
上

和
広
・
石
塚
千
明
◇
家
族
顕

彰＝

吉
田
俊
行
・
榎
本
勝

一
・
田
中
政
徳
◇
機
関
技
能

章＝

榎
本
勝
一
・
五
島
政

幸
・
吉
澤
勝
巳
◇
川
口
支
部

長
表
彰
▽
１
等
功
労
章＝

関

口
直
樹
・
山
崎
弦
太
▽
２
等

功
労
章＝

馬
込
利
幸
・
細
井

翔
太
▽
３
等
功
労
章＝

石
塚

隆
一
◇
川
口
市
長
表
彰
▽
市

長
功
績
章＝
吉
田
俊
行
・
榎

本
勝
一
・
田
中
政
徳
▽
30
年

勤
続
章＝

石
塚
一
男
▽
20
年

勤
続
章＝

吉
田
俊
行
・
榎
本

勝
一
・
田
中
政
徳
▽
15
年
勤

続
章＝

鈴
木
一
・
矢
野
昌
宏

▽
10
年
勤
続
章＝

中
川
政

行
・
櫻
木
友
也
・
上
和
広
・

石
塚
千
明
◇
特
別
点
検
訓
練

表
彰
▽
操
法
隊＝

田
中
政

徳
・
斉
藤
友
幸
・
石
塚
千

明
・
石
塚
隆
一
・
櫻
木
友
也

◇
訓
練
精
勤
賞＝

磯
貝
哲

特
別
点
検
と
表
彰

12
月
１
日
、「

小
さ
な
親
切」

運
動
埼
玉
県
本
部
第
53
回
埼

玉
の
集
い
が
、
さ
い
た
ま
市

で
開
催
さ
れ
た
。

川
口
支
部
の
感
謝
状
表
彰

者
は
、
長
久
保
慶
隆
さ
ん
、

中
山
久
仁
夫
さ
ん
、
川
端
浩

司
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
た
。

実
践
校
活
動
報
告
は
桜
町

小
学
校
で
、
児
童
た
ち
は
１

年
間
の
活
動
を
堂
々
と
立
派

に
発
表
し
た
。
来
年
度
指
定

書
交
付
を
受
け
た
の
は
辻
小

学
校
。作

文
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、

川
口
市
展
の

受
賞
者

川
口
市
美
術
展
が
リ
リ
ア

で
開
催
さ
れ
た
。
新
郷
地
区

の
受
賞
者
は
次
の
通
り
。

🔶

日
本
画
▽
中
山
ミ
キ
・
依

嘱＝

𠮷
澤
道
子（

東
本
郷）

実
行
委
員＝

吉
田
喜
代
美（

江

戸
袋）

。🔶

洋
画
▽
伊
原
新
一

郎
・
武
藤
効（

赤
井）

・
佐
藤

孟
志
・
山
下
ま
さ
子（

榛
松）

富
岡
健
治
・
濱
美
知
子
・
東

山
あ
け
み（

東
本
郷）

依
嘱＝

末
吉
美
恵
子（

赤
井）

。🔶

彫

刻
▽
杉
田
龍（

前
野
宿）

。🔶

工
芸
▽
市
長
賞＝

安
藤
年
三

（

赤
井）

・
佐
藤
邦
浩（

新
堀）

。

🔶

書
▽
石
塚
恵
美
・
中
村
紅

舟
・
審
査＝

吉
安
玲
華（

江

戸）

平
岡
真
由
子（

江
戸
袋）

藤
本
恵
華（

峯）

奨
励
賞＝

吉
沢
流
泉（

赤
井）

依
嘱＝

桑
原
美
菁（

東
本
郷）

。

🔶

写
真
▽
市
川
ユ
リ
子
・

佐
々
木
量
・
市
長
賞＝

野
田

光
子
・
野
田
康
世（

東
本
郷）

伊
東
光
男
・
粂
原
一
夫（

榛

松）

招
待＝

進
藤
恵
美
子（

江

戸
袋）

山
田
文
雄（

赤
井）

招

待＝

平
賀
博
光（

新
堀）

。

（

敬
称
略）

鑑
賞
に
訪
れ
た
板
橋
智
之

県
議
は「

今
年
も
素
晴
ら
し

い
作
品
の
数
々
で
す
。
知
人

の
作
品
に
出
合
っ

た
時
は
感

動
し
拍
手
を
送
り
ま
す」

と

コ
メ
ン
ト
し
た
。

新
郷
東
小
５
年
生
の
久
保
香

之
彩
さ
ん
が「

初
め
て
分
か

っ

た
気
持
ち」

で
敢
闘
賞
、

作
文
集
に
全
文
が
掲
載
さ
れ

た
。写

真
左
か
ら
、
原
島
潔
さ

ん
、
長
久
保
さ
ん
、
中
山
さ

ん
、
照
山
悦
子
さ
ん
、
清
水

力
男
さ
ん
、
浦
野
正
一
さ
ん
。

埼
玉
の
集
い

お
礼
と
お
願
い

年
越
そ
ば
予
約
受
付
中

川
口
銘
菓
ご
紹
介

新郷新聞に広告等ご協力を頂いている、

赤井の千葉建装（株）（会長＝千葉正吾さ

ん）が新郷地区で、多数棟の開発現場を

手掛けています。

下記が開発現場３箇所です。

○川口市東本郷台1786番地外、2706㎡（約890坪）、22棟現場

○川口市大竹後 214番地外、2970㎡（約980坪）、30棟現場

○川口市赤井田畑 1184-1外、3000㎡（約 1000坪）、24棟現場

赤井田畑は、富士山の見える丘です。

測量、開発、申請・工事など、一環しての施工です。

也
・
石
鍋
英
彬

（

敬
称
略）


